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2018 ホームプロジェクトコンテストながの表彰（２月 19日） 
ホームプロジェクトというのは、高校生が自分の家庭生活を見つめ、その生活の充実向上を目指

していく活動のことで、自らが主体的に取り組む です。授業で学んだことを実生活

に役立てることを主たる目的としていて、自分の生活の中の課題を見つけ出し、その課題解決を目

指して計画・実施・反省・評価へと学習を進めていく、個人で実践する研究です。学習指導要領の

家庭科の中で学ぶべき内容の一つにきちんと位置付けられていますので、原則としてすべての高校

生が行う活動ということになります。そのホームプロジェクト長野県コンテスト

が校長会家庭福祉部会主催で毎年開かれていて、今年度本校からは優秀賞４点（全

６点中）、審査員特別賞１点（全３点中）が選ばれました。19 日の昼休み、校長

室で受賞した５名の表彰式を行い、賞状と副賞（図書カード）を贈呈しました。

皆さん全員２年生で、それぞれのテーマは「シニア向け簡単レシピ」（平田さん）、

「地球を救う！一石二鳥の衣料品リメイク」（吉江さん）、「今すぐ寝ます。」（丸山

さん）、「光熱費を減らそう！」（太田さん）、「家族会議」（米窪さん）と、すべて

ホームプロジェクトの趣旨に沿ったものとなっています。Ａ４用紙１枚表裏のボ

リュームでまとめられているのですが、いずれの内容も論理的で実践的、学んだ

知識を生かし、時にユニークな着眼点で課題解決を図っていて、大変楽しく見させてもらいました。 

長野県高校生会議開かれる（２月 17 日） 

県教委は１月 17日の定例会で「夏休み期間のあり方につ

いて（最終まとめ）」を出し、その中で全国平均と比べて短

い県内の公立小中高校の夏休み期間について

という方向を正式に打ち出しました。昨

年夏の猛暑がきっかけです。この長野県高校生会議は、夏

休みの在り方、有意義な過ごし方について高校生自身で考

えてみようと、実行委員 16人（本校生徒２名含む）が企画

し、松本市役所議場を会場にして開催されました。呼びか

けに応じて集まった高校生は 30名、６つの班に分かれて議

論し、その結果を議場の演壇で発表、夏休みをもっと長くしてほしいという意見が中心になると思

っていましたが、日数増よりもその中身、夏休みの過ごし

方についての提言がほとんどだったのが印象的でした。高

校生の指摘は大きく二つの点に集中、一つは学校から出さ

れる の多さ、そしてもう一つは の時間の長さで

した。各校では必要だと思う課題を精選して出していると

思いますが、主体的な取り組み、自主的な学びに置き換え

られないか、今盛んに、個別最適学習ということも言われ

ていますので、こちらの方面からも検討の余地が出てくる



かもしれません。また部活動については、長野県高等学校の運動部活動方針が決まり、長期休業中

も適正な活動時間となるように新たな基準が設けられました。確実に変わっていくと思います。 

SDGs スタディツアーin 台湾（３月６日～12日） 
前々号で「信州つばさプロジェクト」について紹介しました

が、その最初の事業として「SDGsスタディツアーin台湾」が行

われます。事業概要には、「長野県教育委員会と連携協定を締結

した台湾・高雄市を訪問し、現地の高校生との交流を通して国

際理解を深めるとともに、英語でのプレゼンテーション、異文

化交流や学習を通じて、国際的な感覚を養い視野を拡げる。ま

た、普段は入ることのできない政府教育局や日本台湾交流協会

などの公的機関、台湾に支社支店等を置く長野県の企業等を訪

問し、現地で活躍する日本人にお話を伺うほか、女性の社会進

出が著しい台湾の女性リーダー等にインタビューする機会を設定し、2030年の社会の方向性を考え

る SDGs の要素を台湾で学ぶことをねらいとする」となっています。本校からも３名の生徒（全県

22 名）が参加予定で、20 日の昼休みに校長室で懇談をし、視野を広げること、コミュニケーショ

ン力を身につけること、同年代と交流すること等々、それぞれ と を語ってくれました。

自分の育ってきた環境とは違う、多様で異質な他者に出会う経験を大いに積んできてください。 

その他の話題をいくつか 
★ 国公立大学の前期日程試験が 25日から始まります。本校は国公立専

願の生徒が相当数いますので、ここから第二の受験本番といったところ

です。学校では三年生の姿もめっきり減り、廊下の

ロッカーも片づけが進んでいました。最後の最後ま

で絶対に諦めずに、強い気持ちで頑張り抜いて！ 

★ 一方、１･２年生は学年末考査一週間前となり、

部活動もほぼお休み。普段忙しい分、集中的に勉強

時間を確保してしっかりと準備をしてください。 

★ そして、21 日からは後期選抜の志願受付が始ま

りました。募集定員は 320 名、旧 11 区の中学校卒

業予定者数は昨年度より 132名の減です。志願の受

付は 25日正午まで。新入生を迎え入れるための業務も始まりました。 

今週の予定（学年末考査） 

日 曜日 行  事  等 その他(主に校長動向) 

２５ 月 学年末考査 学年会 後期選抜志願受付（正午まで） 国公立大学前期日程 

２６ 火 放送テスト 志望変更受付 退職教職員互助組合 

２７ 水  県教組松塩筑支部陳情 

２８ 木 ワックスがけ  

3/ １ 金 卒業式          （正午まで）  

 ２ 土 １学年学習合宿（福島） 「平和の日」集い 

 ３ 日 英語検定  

 ４ 月 特編授業 学年会  

 

２月 16日参加者事前研修（長野市 TOiGO） 


